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今
年
の
10
月
14
日
で
、

日
本
初
の
鉄
道
が
新
橋
・

横
浜
間
に
開
業
し
て
か
ら

１
５
０
年
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
20
年
足
ら
ず
で
新
橋
～
神

戸
間
や
上
野
～
青
森
間
が
開
通
す
る

な
ど
、
鉄
道
は
ま
た
た
く
間
に
発
展

を
と
げ
、
旅
客
・
貨
物
と
も
に
重
宝

さ
れ
る
存
在
と
な
り
ま
し
た
。
１
９

６
４
年
に
は
新
幹
線
の
東
京
～
新
大

阪
間
が
開
業
し
、
世
界
初
の
時
速
２

０
０
Ｋ
ｍ
超
え
の
旅
客
運
転
を
実
現

さ
せ
ま
し
た
▼
し
か
し
、
こ
こ
20
年

程
は
各
地
の
路
線
廃
止
が
目
立
ち
ま

す
。
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
や
人
口

減
が
主
な
原
因
で
す
が
、
地
元
の
反

対
を
押
し
切
っ
て
廃
止
さ
れ
た
路
線

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
適
切
な
補

助
も
な
く
赤
字
で
苦
し
む
路
線
が
あ

る
一
方
で
採
算
や
環
境
に
問
題
を
残

し
た
ま
ま
の
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の

建
設
が
国
の
威
信
の
も
と
に
強
行
さ

れ
て
い
ま
す
▼
35
年
前
に
国
鉄
は
分

割
・
民
営
化
さ
れ
ま
し
た
が
、
国
鉄

の
放
漫
経
営
の
ツ
ケ
を
民
間
に
押
し

付
け
る
形
と
な
り
、
こ
れ
が
現
在
の

赤
字
路
線
の
問
題
の
多
く
を
占
め
ま

す
。
こ
の
時
の
分
割
に
よ
り
特
に
Ｊ

Ｒ
北
海
道
は
大
き
な
傷
み
を
背
負
わ

さ
れ
た
形
で
す
。
少
な
く
と
も
国
鉄

だ
っ
た
路
線
は
最
後
ま
で
国
が
責
任

を
持
っ
て
維
持
に
努
め
る
べ
き
で
す

▼
い
ま
重
要
な
こ
と
は
、
公
共
の
乗

り
物
は
営
利
目
的
よ
り
も
地
元
の
足

と
し
て
の
機
能
が
重
視
さ
れ
る
べ
き

と
い
う
意
識
を
持
っ
て
、
必
要
と
さ

れ
て
い
る
地
域
に
も
か
か
わ
ら
ず
赤

字
で
苦
し
ん
で
い
る
路
線
の
支
援
の

た
め
に
税
金
を
回
す
こ
と
で
す
。
ま

た
鉄
道
衰
退
を
黙
っ
て
見
て
い
る
の

で
は
な
く
、
ク
ル
マ
と
鉄
道
が
共
存

で
き
る
社
会
作
り
に
努
め
て
ほ
し
い

と
こ
ろ
で
す
。

オ
キ
ザ
リ
ス

花言葉：輝く心

当
会
と
協
力
・
共
同
し
て
い
る

電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
の
第
12

回
定
期
大
会
（
９
月
18
日)

が
、

東
京
都
内
の
会
場
と
オ
ン
ラ
イ

ン
で
開
か
れ
ま
し
た
。

代
議
員
の
発
言
は
、
様
々
な

問
題
を
抱
え
て
ど
う
解
決
を
し

て
い
く
か
、
真
剣
な
討
議
が
さ

れ
ま
し
た
。
ユ
ニ
オ
ン
と
と
も

に
解
決
、
改
善
し
て
き
た
こ
と

も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

休
職
満
了
・
解
雇
か
ら

職
場
復
帰
を
勝
ち
取
る

（
シ
ャ
ー
プ
・
Ｎ
Ｅ
Ｃ

デ
ィ
ス
プ
レ
ー
シ
ョ
ン)

２
０
１
８
年
10
月
末
で
病
気

休
職
を
悪
用
し
た
休
職
期
間
満

了
で
自
然
退
職
扱
い
に
さ
れ
ま

し
た
。
社
員
と
し
て
の
身
分
を

取
り
戻
す
た
め
、
横
浜
地
裁
で

不
当
解
雇
撤
回
の
裁
判
闘
争
を

２
年
１
１
カ
月
た
た
か
い
抜
き
、

去
年
１
２
月
に
見
事
勝
利
判
決

を
勝
ち
取
り
社
員
と
し
て
の
身

分
を
取
り
戻
し
ま
し
た
。

現
在
は
職
場
復
帰
の
労
働
条
件

に
つ
い
て
会
社
と
交
渉
を
行
っ

て
い
ま
す
。

退
職
強
要
に
ス
ト
ッ
プ
・

パ
ワ
ハ
ラ
で
も
謝
罪
さ
せ
る

（
Ｎ
Ｅ
Ｃ
関
連
）

Ｎ
Ｅ
Ｃ
関
連
で
は
、
早
期
退

職
リ
ス
ト
ラ
相
談
会
に
参
加
し

て
ユ
ニ
オ
ン
に
加
入
し
、
団
交

で
面
談
を
中
止
さ
せ
、
出
向
先

で
の
パ
ワ
ハ
ラ
で
も
団
交
で
謝

罪
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。
ま
た

別
の
代
議
員
は
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
リ
ス

ト
ラ
時
に
リ
ク
ル
ー
ト
で
就
職

探
し
の
絶
望
時
期
に
ユ
ニ
オ
ン

を
知
り
、
団
交
で
面
談
を
中
止

さ
せ
本
体
に
戻
っ
た
。
誇
り
を

持
っ
て
頑
張
っ
て
行
き
た
い
。

出
向
命
令
を
撤
回
さ
せ
る

(

東
芝
テ
ッ
ク
）

東
芝
テ
ッ
ク
の
組
合
員
か
ら

は
、
基
礎
疾
患
が
あ
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
東
京
へ
の
出
向

を
指
示
さ
れ
た
。
ユ
ニ
オ
ン
Ｈ

Ｐ
を
知
っ
て
相
談
し
て
加
入
。

愛
知
労
働
局
に
助
言
指
導
を
も

ら
い
、
団
体
交
渉
で
出
向
命
令

の
撤
回
を
求
め
て
追
求
。
そ
の

後
に
会
社
か
ら
「
出
向
撤
回
書
」

が
届
い
て
撤
回
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

交
渉
し
て

休
職
期
間
を
延
長

(

三
菱
電
機)

三
菱
電
機
の
女
性
は
、
「
上

司
に
卑
わ
い
な
事
を
言
わ
れ
、

セ
ク
ハ
ラ
だ
と
声
を
上
げ
た
ら

出
向
命
令
な
ど
の
嫌
が
ら
せ
を

受
け
た
う
え
、
監
禁
部
屋
に
入

れ
ら
れ
る
人
権
蹂
躙
を
受
け
た
。

昨
年
９
月
に
休
職
期
間
満
了
で

解
雇
さ
れ
そ
う
な
の
で
ユ
ニ
オ

ン
に
対
応
を
求
め
た
。
即
日
団

交
を
求
め
て
６
ヶ
月
の
延
長
回

答
を
出
さ
せ
、
代
理
人
弁
護
士

と
の
事
務
折
衝
で
さ
ら
に
３
ヶ

月
延
長
さ
せ
ま
し
た
。

米
田
委
員
長(

電
機
・
情
報
ユ

ニ
オ
ン
）
は
電
機
大
手
の
黒
字

リ
ス
ト
ラ
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

対
し
て
「
世
界
で
共
有
さ
れ
て

い
る
国
際
労
働
基
準
に
沿
っ
て
、

人
権
を
重
視
し
、
生
活
と
権
利

を
守
る
た
た
か
い
を
広
げ
て
い

き
た
い
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

電機・情報ユニオン本部

〒142-0043

東京都品川区二葉2-20-8 2F

TEL 03-6421-5323

挨
拶
す
る
米
田
委
員
長

「会」は沖電気とその関連などで働く人々が

「安心して人間らしく働ける職場」を願って

創られました。正規・非正規を問わず誰でも

入会できます。略称はＯＡＫ。

《設立１９８６年》

労 働 相 談 は 無 料 です。ホームページの「相

談窓口」で常時受け付けています。「沖電気

の職場を明るくする会」で検索してください。



ＪＲの２０２１年度の最終損益

北海道 赤字  １０億円

東日本 赤字 ９４９億円

東海 赤字 ５１９億円

西日本 赤字１１３１億円

四国 赤字  ５２億円

九州 黒字　１３２億円

　　　　　鉄道・現業部門社員数の推移
１９８７年 ２０１５年

JR １６万４６００人 ８万７０００人
民鉄  ８万７０００人 ７万人
民鉄：私鉄や公営交通など

交通輸送に占める
排出量の割合 ％
鉄道 0.4
自動車など 72
海上 14
航空 13

蕨
駅
・
み
ど
り
の
窓
口

営
業
終
了

【
埼
玉
・
蕨
】

今
年
の
８
月
末
を
も
っ

て
、
蕨
駅
の
「
み
ど
り
の

窓
口
」
が
営
業
終
了
し
ま

し
た
。
蕨
シ
ス
テ
ム
セ
ン

タ
ー
に
勤
務
さ
れ
て
い
る

多
く
の
人
が
、
定
期
券
購

入
も
し
く
は
出
張
な
ど
の

切
符
購
入
に
利
用
さ
れ
て

い
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

合
理
化
の
流
れ
に
よ
る
も

の
で
す
が
、
利
用
人
数
が

埼
玉
県
内
の
Ｊ
Ｒ
の
駅
で

は
大
宮
駅
、
浦
和
駅
、
川

口
駅
、
南
越
谷
駅
、
北
朝

霞
駅
に
次
い
で
第
６
位
の

蕨
駅
の
窓
口
営
業
終
了
は

意
外
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
が

収
ま
っ
て
駅
の
利
用
人
数

が
元
通
り
に
な
っ
た
時
に

は
、
営
業
再
開
を
検
討
し

て
ほ
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

Ｏ
Ｋ
Ｉ
の
社
会
的
責
任
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
？

【
群
馬
・
富
岡
】

今
年
５
月
31
日
付
け
で

２
３
０
人
の
派
遣
社
員
の

雇
用
契
約
解
除
（
解
雇
）

が
強
行
さ
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
最
近
、
仕
事

が
忙
し
く
な
っ
て
き
た
た

め
に
一
度
解
雇
し
た
派
遣

社
員
を
呼
び
戻
す
動
き
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
「
戻
っ
て
、
ま
た

一
緒
に
働
け
る
よ
う
に
な
っ

て
良
か
っ
た
」
と
い
う
思

い
を
抱
く
社
員
が
多
い
一

方
、
こ
れ
か
ら
先
、
生
産

量
が
減
っ
て
く
る
と
簡
単

に
解
雇
さ
れ
て
し
ま
う
の

か
と
い
う
不
安
を
、
派
遣

社
員
が
抱
い
て
い
ま
す
。

今
回
半
導
体
不
足
に
よ

る
生
産
調
整
で
派
遣
社
員

を
解
雇
し
た
わ
け
で
す
が
、

数
か
月
で
再
雇
用
す
る
な

ど
会
社
の
身
勝
手
な
行
動

で
、
Ｏ
Ｋ
Ｉ
の
「
企
業
の

社
会
的
責
任
」
（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）

が
問
わ
れ
ま
す
。

日
本
の
賃
金
ア
ッ
プ
が

世
界
的
に
立
ち
遅
れ
て
い

る
原
因
が
こ
こ
に
も
あ
り
、

労
働
組
合
の
存
在
意
義
も

問
わ
れ
て
い
ま
す

観
せ
る
工
場
と

は
た
ら
く
条
件

【
埼
玉

本
庄
】

サ
ブ
ス
ク
モ
デ
ル
（
定

額
課
金
制
の
会
員
サ
ー
ビ

ス
）
に
よ
る
太
陽
光
発
電

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
す
る
こ

と
を
発
表
し
ま
た
。
サ
ー

ビ
ス
の
開
始
時
期
は
２
０

２
３
年
春
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
の

シ
ス
テ
ム
は
、
Ｏ
Ｋ
Ｉ
ク

ロ
ス
テ
ィ
ッ
ク
が
Ｈ
１
棟

の
屋
根
上
約
４
０
０
０
㎡

に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置

し
て
運
用
し
、
こ
れ
か
ら

得
ら
れ
る
知
見
や
ノ
ウ
ハ

ウ
を
生
か
し
て
事
業
展
開

を
は
か
る
と
し
て
い
る
。

年
間
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
量
約

２
１
４
㌧
の
削
減
と
な
り

脱
炭
素
に
も
貢
献
す
る
。

Ｏ
Ｋ
Ｉ
は
「
・
・
・
人
々

の
よ
り
安
全
で
便
利
な
生

活
を
実
現
し
、
社
会
と
と

も
に
持
続
的
な
成
長
を
目

指
す
」
と
し
て
い
ま
す
が

「
わ
た
し
た
ち
の
働
く
条

件
を
置
き
去
り
に
し
な
い

で
」
と
の
声
も
。

個
人
か
ら
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

中
心
へ
人
事
施
策
大
転
換

【

電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
】

Ｎ
Ｅ
Ｃ
は
成
果
を
最
大

化
さ
せ
、
経
営
戦
略
実
現

の
為
「
チ
ー
ム
」
を
重
視
。

チ
ー
ム
と
し
て
の
働
き
方

の
基
本
は
①
チ
ー
ム
の
結

束
を
高
め
る
②
社
内
外
の

他
チ
ー
ム
と
共
創
す
る
③

強
い
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
で

や
り
き
る
。
他
チ
ー
ム
と

の
連
携
を
考
え
る
こ
と
も

必
要
。
チ
ー
ム
単
位
の
働

き
方
で
「
効
率
的
」
「
働

き
が
い
」
を
高
め
る
こ
と

が
で
き
る
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
会
社
側
の
提
案
は
、

従
来
の
個
人
に
よ
る
成
果
・

業
績
主
義
を
中
心
と
し
た

人
事
施
策
と
は
か
け
離
れ

た
も
の
で
あ
り
、
多
く
の

従
業
員
か
ら
驚
き
を
も
っ

て
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
。

★ 国 民 生 活 の 困 難 に 応 じ ら れ る 社 会 保 障 を ★ ２０２２年 １０月 第４１１号

沖電気はウイズコロナ／アフターコロナにおける生活様式

を見据えた取り組みとして、２０２０年８月にスマート・

ワークプロジェクトを発足させている。「社会・生活・会

社」を表したロゴマークも制定。（ＯＫＩ Ｈｏｍｅから）

テレワーク》 対象者約５,０００人のうち約３,０００人

を「テレワーク主体者」としてテレワーク手当（月・３,

０００円）支給。波及効果として通勤費約４億円を削減。

★顧客対応やコミュニケーション不足など、テレワー

クならではの課題が顕在化。⇒顧客対応には固定電

話を見直しどこからでも応対可能な高機能ソフトフォ

ン利用で問題解決

業務効率》 書類の押印削減。２０２０年度には検討対

象のうち８０％の押印を削減した。

オフィスの再編・整備》 ２０２１年度末までに虎ノ

門本社と芝浦ビジネスセンターの総オフィス面積と席数の

５０％の削減を計画。虎ノ門の在籍者数を２００人⇒６０

０人に、芝浦地区を２,３００人⇒１,８００人に。

座席はフリーアドレス化され座席状況は「座席表システ

ム」で見える化。２０２０年度は対象オフィスの保管書類

の７０％を削減した。

１０月１４日 鉄道発足１５０年 ローカル線存続危機の汽笛《沖電気を考える》１７３回

ワークライフ・クオリテイー

プロジェクトのロゴ

既に沖電気は２００８年に

東京都・港区芝浦４丁目の旧・

沖電気ビジネスセンターの土

地・建物の一部を約７７億円

で売却。現在は賃借使用。

今期、ビジネスセンターの1

～４号館からも撤退し5号館
がOKI芝浦オフィスとして残

存するのみとなっている。

公
約
・
ロ
ー
カ
ル
線
は
な
く
な

り
ま
せ
ん
。
安
心
は
ど
こ
に
？

１
８
２
５
年
、
蒸
気
機
関
を
利
用

す
る
鉄
道
が
イ
ギ
リ
ス
で
実
用
化
。

日
本
は
１
８
７
２
年
10
月
14
日
（
明

治
５
年
）
新
橋
～
横
浜
間
で
正
式
開

業
。
文
明
開
化
の
象
徴
で
し
た
。

１
９
０
６
年
か
ら
日
露
戦
争
で
鉄

道
の
有
効
性
を
認
識
し
た
軍
部
の
要

望
も
あ
り
大
手
私
鉄
17
社
等
国
有
化

が
進
む
が
、
１
９
８
７
年
４
月
、
６

万
人
削
減
の
う
え
６
分
割
民
営
化
。

赤
字
で
も
配
当

住
民
生
活
は
軽
視

「
地
方
鉄
道
の
約
60
路
線

の
維
持
・
存
続
は
困
難
」
と

各
地
で
人
件
費
の
削
減
を
柱

と
し
た
駅
の
委
託
化
・
無
人

化
や
ワ
ン
マ
ン
運
転
の
拡
大
、

大
幅
減
便
な
ど
利
用
者
の
安

全
・
安
心
と
サ
ー
ビ
ス
を
低

下
さ
せ
、
廃
線
の
危
機
に
直

面
す
る
路
線
も
相
次
い
で
い

ま
す
。

赤
字
の
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
株

式
の
約
７
割
は
金
融
・
証
券
・

外
国
法
人
で
株
主
負
託
重
視

の
経
営
に
な
っ
て
い
ま
す
。

新
幹
線
の
延

伸
に
伴
い
並
行

在
来
線
の
存
続

断
念
、
廃
線
が

続
出
し
て
い
る

Ｊ
Ｒ
北
海
道
。

１
２
０
年
の

歴
史
を
持
つ
函

館
本
線
山
線
も

廃
線
。
沿
線
の

高
校
生
の
８
０

％
は
「
存
続
」

を
希
望
し
て
い

た
が
、
通
学
の

足
を
失
っ
た
。

英
国

未
来
は
公
共

再
公
有
化
が
主
流
へ

１
９
９
７
年
に
完
全
民
営

化
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
旧
国
鉄
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
旅
客
減
に

よ
っ
て
維
持
が
困
難
と
な
り
、

公
的
機
関
「
グ
レ
ー
ト
・
ブ

リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
鉄
道
」
を
設

立
し
て
「
再
国
営
」
に
踏
み

出
す
。
水
道
の
「
再
公
有
化
」

に
は
国
民
の
８
３
％
が
賛
成

し
、
民
営
化
の
破
綻
が
顕
著
。

欧
州
グ
リ
ー
ン
・
デ
ィ
ー

ル

鉄
道
活
用
の
拡
大

欧
州
連
合
は
２
０
１
９
年

に
５
０
年
ま
で
の
気
候
変
動

対
策
の
一
つ
に
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
が
少
な
い
鉄
道
利

用
を
推
進
し
て
い
る
。

九州の鉄道は赤字 不動産で黒字化

西日本の配当総額２４４億円

民営化後

人員削減

８万人

広島～岡山の山間部走行 芸備線

１㎞当たり千人/日 未満路線


